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近
代
大
阪
に
お
け
る
雑
菓
子
業
界
の
発
展
過
程
中
島
孝
夫
は
じ
め
に
本
稿
は
、
大
阪
、
松
屋
町
筋
に
お
い
て
明
治
前
期
に
出
来
始
め
た
菓
子
製
造
業
と
菓
子
問
屋
の
集
積
に
つ
い
て
、
大
正
、
昭
和
期
で
の
歴
史
的
変
遷
過
程
と
そ
の
形
成
要
因
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。
嗜
好
品
で
あ
る
菓
子
の
世
界
は
、
上
菓
子
（
和
菓
子
・
干
菓
子
）
が
京
都
で
盛
ん
に
な
る
と
と
も
に
全
国
に
も
和
菓
子
の
有
名
店
が
存
在
す
る
よ
う
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
般
庶
民
向
け
の
菓
子
で
あ
り
、
雑
菓
子
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
、
大
阪
を
は
じ
め
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
で
は
、
雑
菓
子
と
は
何
か
、
雑
と
い
う
聞
こ
え
の
良
く
な
い
字
を
冠
す
る
た
め
に
業
界
人
で
も
あ
ま
り
使
い
た
が
ら
な
い
名
称
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
日
本
の
特
に
大
阪
の
食
品
産
業
史
の
記
録
史
に
残
し
て
お
く
べ
き
文
化
的
資
産
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
事
実
で
あ
る
。
元
禄
時
代
の
国
花
万
葉
記
に
、
雑
菓
子
は
民
家
の
食
に
し
て
貴
人
の
食
す
る
は
稀
な
り
、
杉
折
り
に
詰
め
難
く
、
晴
れ
な
る
客
人
に
出
し
難
し
と
あ
り
、
近
世
日
本
食
物
史
に
は
、
文
化
、
文
政
以
来
江
戸
の
神
田
竜
閑
町
並
び
に
大
和
町
、
豊
島
町
こ
の
辺
に
雑
菓
子
問
屋
数
百
軒
あ
り
、
い
ず
れ
も
雑
菓
子
製
造
組
合
の
標
札
を
店
頭
に
掲
げ
、
大
和
障
子
の
家
あ
り
、
千
本
格
子
の
店
あ
り
、
或
は
箱
に
笊
に
満
盛
し
た
る
菓
子
品
類
、
金
花
糖
、
し
か
ん
糖
、
有
平
糖
、
ら
く
が
ん
、
お
こ
し
、
羊
羹
、
飴
、
亀
の
甲
煎
餅
等
と
称
す
る
雑
菓
子
の
み
な
り
と
あ
る
。
ま
た
、
明
治
十
九
年
菓
子
税
法
に
よ
る
菓
子
製
造
帳
で
は
、
蒸
菓
子
・
干
菓
子
・
雑
菓
子
の
三
種
類
に
類
別
さ
れ
て
い
る
。
雑
菓
子
と
い
う
名
称
は
以
上
の
よ
う
に
わ
が
国
で
は
十
八
世
紀
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
他
に
駄
菓
子
と
い
う
菓
子
の
名
称
が
あ
り
、
関
東
以
北
で
は
雑
菓
子
と
同
等
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
関
西
で
は
雑
菓
子
よ
り
一
段
と
低
級
菓
子
の
よ
う
な
扱
い
が
多
か
っ
た
。
現
在
で
は
、
分
類
上
駄
菓
子
も
雑
菓
子
の
中
に
含
め
ら
れ
、
流
通
販
売
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
流
通
菓
子
と
は
文
字
通
り
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
圧
倒
的
な
存
在
感
を
も
つ
に
至
っ
て
以
来
の
名
称
で
あ
り
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
前
半
期
の
時
代
に
つ
い
て
は
雑
菓
子
と
い
う
名
称
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
菓
子
業
界
で
は
、
今
も
和
洋
生
菓
子
は
自
家
製
造
店
頭
販
売
が
多
く
、
菓
子
全
体
売
上
額
の
三
割
弱
を
占
め
て
い
る
。
雑
菓
子
業
者
は
お
し
な
べ
て
自
家
店
舗
を
有
し
て
お
ら
ず
、
卸
問
屋
に
販
売
を
依
存
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
雑
菓
子
を
論
ず
る
場
合
、
こ
れ
ら
和
洋
生
菓
子
業
態
は
含
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
、
日
本
の
国
家
財
政
は
破
局
の
寸
前
で
あ
っ
た
。
財
政
の
責
任
者
松
方
正
義
は
、
財
政
再
建
を
手
が
け
る
に
際
し
、
た
ば
こ
税
、
酒
税
の
消
費
税
を
大
幅
に
増
徴
し
、
さ
ら
に
は
菓
子
税
・
醤
油
税
が
新
・
再
設
さ
れ
た
。
一
八
八
五
年
五
月
八
日
に
公
布
さ
れ
、
同
年
七
月
一
日
に
菓
子
税
が
施
行
さ
れ
る
や
、
各
地
で
菓
子
業
者
の
団
結
行
動
が
生
じ
、
菓
子
税
全
廃
の
陳
情
運
動
が
勃
発
し
た
。
そ
の
の
ち
、
一
八
八
九
年
の
国
会
開
設
時
に
菓
子
税
法
が
廃
止
さ
れ
、
一
八
九
六
年
に
菓
子
税
問
題
は
終
息
し
た
。
そ
の
後
、
各
地
の
菓
子
業
者
は
組
織
の
未
熟
さ
を
悔
い
て
、
同
業
組
合
の
設
立
を
急
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
日
本
の
菓
子
業
界
は
当
時
、
上
菓
子
業
者
と
雑
菓
子
業
者
と
に
二
分
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
え
に
、
都
市
と
地
方
、
そ
し
て
メ
ー
カ
ー
や
大
小
卸
問
屋
、
さ
ら
に
は
仲
卸
、
小
売
商
と
で
分
野
が
異
な
り
、
互
い
に
存
在
を
主
張
は
す
る
が
組
合
結
成
等
に
協
力
す
る
こ
と
に
は
全
く
不
慣
れ
で
あ
っ
た
。
一
八
九
六
年
か
ら
菓
子
同
業
組
合
結
成
へ
の
動
き
が
具
体
的
に
始
ま
っ
て
い
く
が
、
そ
の
間
、
大
阪
菓
子
業
界
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
無
統
制
で
、
無
組
合
の
状
態
だ
っ
た
の
か
、
菓
子
業
者
は
ど
の
よ
う
な
動
き
を
示
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
論
文
で
は
大
阪
菓
子
同
業
組
合
の
設
立
事
情
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
大
阪
菓
子
業
界
で
は
、
大
阪
菓
子
同
業
組
合
を
中
心
に
、
多
く
の
任
意
団
体
に
よ
る
大
阪
雑
菓
子
業
界
が
形
作
ら
れ
て
お
り
、
菓
子
問
屋
が
業
態
を
確
立
さ
せ
る
以
前
に
仲
卸
業
者
集
団
が
存
在
し
て
い
た
。
大
阪
の
雑
菓
子
業
界
が
一
八
八
七
年
既
に
松
屋
町
筋
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
た
仲
卸
集
団
盛
立
会
を
取
り
上
げ
る
。
菓
子
問
屋
の
先
駆
的
存
在
に
こ
の
盛
立
会
が
あ
る
。
雑
菓
子
業
界
は
特
異
な
流
通
機
構
で
あ
っ
て
、
当
時
メ
デ
ィ
ア
も
交
通
機
関
も
殆
ん
ど
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
活
発
な
商
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
本
稿
で
は
松
屋
町
筋
そ
し
て
難
波
に
菓
子
問
屋
の
商
業
集
積
が
存
在
し
た
事
実
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。
一
大
阪
菓
子
同
業
組
合
の
創
立
ま
で
大
阪
菓
子
同
業
組
合
の
前
身
で
あ
る
大
阪
菓
子
商
組
合
に
つ
い
て
菓
子
商
組
合
は
業
者
間
で
は
菓
子
仲
間
と
呼
び
合
っ
て
お
り
、
組
合
組
織
と
は
程
遠
く
、
多
分
に
株
仲
間
意
識
を
保
持
し
て
い
た
（
）
。
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
ま
で
こ
の
組
織
形
態
で
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
七
二
年
で
の
各
藩
知
事
の
廃
止
と
と
も
に
、
菓
子
商
仲
間
に
も
解
散
の
命
令
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
以
降
、
関
係
者
は
新
た
な
組
織
の
形
成
に
向
け
て
尽
力
す
る
。
こ
の
願
い
が
容
れ
ら
れ
一
八
七
四
年
三
月
組
織
結
成
の
許
可
が
下
り
、
従
来
の
仲
間
規
約
を
改
廃
し
て
こ
こ
に
菓
子
商
組
合
が
誕
生
し
た
。
近代大阪における雑菓子業界の発展過程
大
阪
菓
子
商
組
合
総
取
締
役
は
第
期
か
ら
第
期
ま
で
、
勢
田
久
右
衛
門
、
高
岡
叉
佐
衛
門
、
斎
藤
清
七
、
中
村
実
、
杉
谷
秀
之
助
、
斎
藤
彌
七
、
福
島
宗
助
、
藤
田
善
助
の
七
氏
が
務
め
た
（
）
。
一
八
八
五
年
の
菓
子
税
問
題
に
大
阪
が
組
織
的
に
対
応
で
き
た
の
は
、
こ
の
組
合
の
存
在
が
寄
与
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
同
業
者
の
福
利
増
進
、
社
会
的
地
位
向
上
の
面
に
つ
い
て
は
不
備
が
多
く
、
菓
子
価
格
の
競
争
は
激
化
し
、
種
々
の
悪
弊
さ
え
生
じ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
間
、
組
合
員
数
は
一
千
五
百
人
程
に
増
加
し
て
い
た
（
）
。
こ
の
大
阪
菓
子
商
組
合
設
立
と
と
も
に
、
準
則
組
合
と
し
て
松
屋
町
に
雑
菓
子
商
組
合
が
誕
生
し
、
餅
饅
頭
商
組
合
、
砂
糖
漬
掛
物
商
組
合
等
業
種
別
組
合
が
誕
生
し
て
い
っ
た
。
一
九
三
七
年
、
大
大
阪
菓
子
新
聞
が
大
阪
菓
子
同
業
組
合
三
十
周
年
記
念
号
を
発
刊
し
た
。
そ
の
企
画
の
な
か
で
、
当
時
の
組
長
ク
ラ
ス
が
呼
ば
れ
座
談
会
を
開
い
て
い
る
。
第
期
組
長
熊
野
叉
太
郎
は
そ
の
間
で
の
事
情
を
伝
え
て
い
る
（
）
。
藤
田
善
助
以
下
六
四
名
は
発
起
人
会
を
組
織
し
、
重
要
物
産
組
合
法
に
基
き
組
合
を
設
立
申
請
す
る
。
下
の
申
請
書
は
、
大
阪
菓
子
同
業
組
合
創
立
三
周
年
大
座
談
会
の
折
り
に
出
席
者
の
書
記
長
武
田
一
鑑
が
準
備
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
（
）
。
重
要
物
産
同
業
組
合
設
置
発
起
認
可
申
請
書
一
、
私
儀
従
来
菓
子
製
造
又
は
販
売
業
の
も
の
に
有
之
候
儀
近
時
我
邦
商
工
業
の
発
展
と
共
に
業
務
の
何
た
る
を
問
わ
ず
諸
般
の
改
良
を
要
す
る
と
同
時
に
営
業
上
の
弊
害
を
阻
止
し
信
用
を
維
持
し
且
販
路
の
拡
張
を
図
る
は
営
業
上
最
も
必
要
の
次
第
と
奉
存
じ
候
二
、
乃
ち
之
を
遂
行
せ
ん
に
は
同
業
者
の
歩
調
を
一
に
し
、
尚
協
同
一
致
す
る
に
非
ず
ん
ば
斯
業
の
改
良
発
達
の
如
き
は
望
む
べ
か
ら
ざ
る
儀
と
奉
存
候
之
今
般
大
阪
市
並
び
に
堺
市
一
円
を
組
合
地
区
と
し
明
治
三
三
年
法
律
第
三
十
五
号
重
要
物
産
業
同
組
合
法
に
基
き
大
阪
地
区
に
於
け
る
菓
子
製
造
者
並
び
に
販
売
業
者
の
同
業
組
合
設
置
致
度
候
間
発
起
御
認
可
相
成
度
明
治
四
十
年
七
月
五
日
大
阪
菓
子
製
造
販
売
同
業
組
合
菓
子
商
総
取
締
役
藤
田
善
助
雑
菓
子
製
造
業
総
取
締
役
中
山
鶴
吉
砂
糖
漬
製
造
業
潮
江
儀
助
雑
菓
子
業
取
締
役
小
林
林
之
助以
下
六
十
名
右
記
の
申
請
書
で
分
か
る
よ
う
に
、
大
阪
菓
子
製
造
販
売
同
業
組
合
に
は
菓
子
製
造
者
と
販
売
者
の
双
方
が
参
加
し
て
い
る
。
大
阪
の
雑
菓
子
業
界
で
は
、
当
時
ほ
と
ん
ど
の
菓
子
問
屋
が
菓
子
製
造
も
行
っ
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
（
大
阪
菓
子
製
造
販
売
同
業
組
合
は
大
阪
菓
子
同
業
組
合
設
立
前
に
仮
に
付
け
た
組
合
名
で
あ
る
）。
大
阪
に
お
け
る
菓
子
問
屋
の
発
生
明
治
中
期
ま
で
掛
物
菓
子
と
菓
子
問
屋
は
未
分
離
の
状
態
で
あ
っ
た
。
掛
物
菓
子
と
は
金
米
糖
、
蓬
莱
豆
、
万
歳
豆
、
生
姜
糖
類
の
こ
と
を
い
い
、
一
般
に
菓
子
は
数
売
り
で
あ
っ
た
の
に
、
こ
れ
ら
掛
物
菓
子
は
目
方
売
り
で
あ
る
。
天
秤
に
掛
け
て
目
方
で
売
る
。
こ
の
目
方
売
の
菓
子
を
総
て
掛
物
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
普
通
の
数
売
菓
子
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
地
方
の
小
売
店
で
販
売
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
仲
卸
に
よ
っ
て
近
距
離
の
と
こ
ろ
で
販
売
さ
れ
た
が
、
製
造
業
者
自
身
が
こ
れ
等
の
菓
子
を
地
方
へ
売
り
に
行
く
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
他
の
製
品
も
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
菓
子
問
屋
の
な
か
に
も
地
方
へ
売
り
に
行
く
問
屋
の
業
態
が
生
ま
れ
た
。
同
時
に
自
家
製
品
を
持
た
な
い
全
品
仕
入
の
地
方
移
出
問
屋
が
誕
生
す
る
（
）
。
大
多
数
は
焼
菓
子
か
飴
菓
子
製
造
か
ら
問
屋
に
転
向
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
中
期
に
は
森
永
特
約
店
に
な
る
こ
と
が
当
時
の
ス
テ
イ
タ
ス
と
な
り
、
大
阪
で
は
中
川
、
三
宅
、
三
木
、
濱
田
に
加
え
て
、
本
来
は
焼
物
製
造
業
者
で
あ
っ
た
奥
野
も
森
永
の
特
約
店
と
な
り
問
屋
業
界
に
進
出
し
て
い
っ
た
。
仲
卸
集
団
盛
立
会
誕
生
の
経
緯
大
阪
で
松
屋
町
は
菓
子
問
屋
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
松
屋
町
筋
に
菓
子
問
屋
の
集
積
が
始
っ
た
の
は
明
治
初
期
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
問
屋
街
で
は
な
く
、
菓
子
の
製
造
業
者
た
ち
が
い
わ
ゆ
る
駄
菓
子
（
一
文
菓
子
）
の
製
造
を
始
め
て
い
た
地
域
で
あ
る
。
種
々
の
菓
子
が
揃
う
と
、
そ
の
と
こ
ろ
に
仲
卸
た
ち
が
仕
入
に
集
ま
っ
て
来
る
。
製
造
業
者
と
仲
卸
た
ち
と
が
と
も
に
繁
栄
し
て
い
た
頃
の
一
八
九
一
年
に
盛
立
会
が
誕
生
し
た
。
仲
卸
と
は
、
抽
出
し
付
き
の
箱
車
を
曳
い
て
各
地
の
小
売
店
を
廻
る
商
人
を
指
し
（
）
、
最
盛
期
で
約
二
三
名
を
数
え
た
。
彼
ら
は
大
阪
市
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
近
畿
内
お
よ
び
遠
く
は
播
州
、
丹
波
、
紀
州
、
四
国
の
徳
島
方
面
ま
で
販
売
し
て
い
た
（
）
。
こ
の
仲
卸
に
は
組
合
が
あ
っ
て
二
七
組
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
縄
張
り
を
守
っ
て
い
た
。
盛
立
会
会
員
は
親
子
、
兄
弟
、
主
従
や
本
家
、
別
家
、
分
家
等
で
結
ば
れ
て
い
た
か
ら
、
内
部
は
親
密
で
そ
の
組
織
力
は
外
部
に
向
か
っ
て
発
揮
さ
れ
て
い
た
。
盛
立
会
の
設
立
目
的
と
事
業
は
会
員
相
互
間
で
の
親
睦
と
利
益
保
護
で
あ
っ
て
、
会
員
製
造
以
外
の
製
品
取
扱
に
つ
い
て
は
一
定
の
規
制
が
あ
り
、
部
外
品
の
販
売
は
役
員
会
で
の
許
可
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ
が
製
造
業
者
の
利
益
擁
護
に
役
立
っ
て
い
た
が
反
面
で
不
自
由
さ
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
窮
屈
さ
も
も
と
も
と
は
親
子
や
主
従
関
係
が
強
固
な
た
め
に
よ
く
守
ら
れ
、
役
員
の
命
令
は
絶
対
的
で
、
さ
な
が
ら
親
分
子
分
の
如
き
関
係
に
あ
っ
た
（
）
。
内
部
は
よ
く
統
制
さ
れ
て
い
た
が
問
題
は
外
部
と
の
関
係
に
あ
っ
た
。
零
細
商
人
で
あ
る
仲
卸
に
は
縄
張
り
争
い
や
価
格
競
争
等
で
紛
争
の
絶
え
間
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
調
停
す
る
の
が
盛
立
会
の
ほ
と
ん
ど
の
仕
事
で
、
つ
ま
り
末
端
配
給
の
統
制
と
も
い
う
べ
き
任
務
を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
新
規
営
業
の
許
可
、
問
屋
業
者
の
無
届
け
部
外
品
販
売
の
調
査
、
仲
卸
業
者
の
不
払
い
に
対
し
て
は
会
員
全
部
に
通
知
し
彼
ら
と
の
取
引
を
拒
絶
す
る
な
ど
、
ま
た
競
争
相
手
と
の
対
抗
上
仲
卸
へ
の
歩
戻
し
を
増
し
た
り
、
通
行
し
づ
ら
い
地
点
を
行
商
す
る
仲
卸
へ
は
車
の
破
損
料
を
見
込
ん
で
特
別
歩
引
を
認
め
る
な
ど
、
自
治
的
統
制
と
会
員
相
互
扶
助
と
い
う
共
存
共
栄
の
精
神
が
発
揮
さ
れ
て
い
た
。
近代大阪における雑菓子業界の発展過程
こ
の
よ
う
に
松
屋
町
筋
に
お
け
る
盛
立
会
が
大
阪
菓
子
業
界
の
発
展
に
果
た
し
た
功
績
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
雑
菓
子
を
商
い
零
細
な
業
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
大
阪
の
歴
史
に
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
。
盛
立
会
の
歴
代
会
長
の
事
蹟
も
焼
失
し
て
い
る
（
）
。
ま
た
、
一
九
八
（
明
治
四
一
）
年
ま
で
の
時
期
に
は
、
松
屋
町
筋
だ
け
に
菓
子
業
者
が
集
積
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
難
波
に
も
菓
子
街
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
一
八
九
九
年
頃
、
難
波
元
町
五
丁
目
に
数
軒
の
雑
菓
子
製
造
家
が
開
業
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
付
近
に
は
難
波
市
場
と
木
津
市
場
が
あ
り
、
青
果
、
野
菜
、
干
物
、
魚
類
を
仕
入
に
来
た
八
百
屋
、
魚
屋
が
副
業
と
し
て
帰
り
す
が
ら
に
菓
子
を
仕
入
れ
て
行
き
、
業
者
も
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
。
そ
の
頃
、
南
海
鉄
道
の
今
宮
駅
が
で
き
、
南
河
内
、
大
和
、
紀
州
方
面
の
客
は
松
屋
町
筋
に
行
く
よ
り
も
難
波
で
仕
入
れ
た
方
が
便
利
に
な
っ
た
。
徐
々
に
難
波
に
も
仲
卸
業
者
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
七
年
頃
に
は
業
者
数
も
八
軒
ほ
ど
に
な
り
、
松
屋
町
筋
の
菓
子
業
者
へ
多
大
な
脅
威
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
難
波
菓
子
街
が
か
く
も
急
速
に
発
展
し
た
こ
と
は
地
の
利
に
よ
る
好
条
件
も
あ
っ
た
が
、
松
屋
町
の
閉
鎖
主
義
に
対
し
て
こ
こ
で
は
開
放
的
で
あ
っ
た
事
も
一
つ
の
原
因
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
松
屋
町
筋
で
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
親
子
兄
弟
の
分
家
や
一
定
の
年
季
を
勤
め
上
げ
た
別
家
で
な
け
れ
ば
開
業
が
認
め
ら
れ
ず
、
取
扱
商
品
に
も
制
限
を
設
け
て
無
許
可
品
の
販
売
を
禁
止
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
松
屋
町
筋
で
開
業
を
許
さ
れ
な
い
業
者
が
難
波
で
開
業
す
る
よ
う
に
な
り
、
ど
の
よ
う
な
商
品
も
自
由
に
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
難
波
の
共
益
組
業
者
の
数
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
難
波
に
お
い
て
も
組
合
結
成
の
必
要
が
生
じ
て
き
た
。
松
屋
町
筋
の
盛
立
会
に
対
し
て
難
波
に
は
共
益
組
が
結
成
さ
れ
統
制
に
あ
た
っ
た
。
開
放
的
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
あ
る
程
度
の
統
制
と
取
締
は
行
な
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
新
規
加
入
者
か
ら
は
入
会
金
五
円
を
徴
収
し
て
お
り
（
松
屋
町
盛
立
会
で
は
加
入
金
二
円
）、
共
益
組
で
は
下
記
の
よ
う
な
証
文
を
会
員
業
者
か
ら
と
っ
て
い
た
。証
書
一
、
私
儀
従
前
ヨ
リ
柿
餅
卸
売
営
業
有
之
候
間
今
般
菓
子
兼
業
候
ニ
付
御
組
合
共
益
組
ニ
加
名
仕
候
就
テ
ハ
加
入
金
ト
シ
テ
金
五
円
相
納
メ
申
候
然
ル
ニ
私
方
販
売
方
従
前
ヨ
リ
十
八
個
売
致
シ
居
リ
候
ニ
付
御
組
合
規
約
ト
シ
テ
十
五
個
売
ト
ノ
相
違
有
之
候
ニ
付
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
儀
ニ
付
御
組
合
退
員
仕
候
、
就
テ
ハ
木
津
難
波
一
円
ニ
於
テ
菓
子
販
売
致
ス
間
敷
候
間
前
条
ノ
金
額
御
返
済
被
下
度
候
若
シ
此
後
ニ
至
リ
テ
右
違
約
致
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
如
何
ナ
ル
御
処
置
モ
相
受
候
共
決
シ
テ
違
儀
無
之
候
、
依
テ
約
定
証
書
差
入
如
件
明
治
三
八
年
十
月
六
日
南
区
難
波
東
神
田
町
四
十
四
番
地
徳
田
菊
蔵
共
益
組
御
中
（
）
こ
れ
に
よ
り
、
売
値
の
協
定
が
厳
し
く
守
ら
れ
破
約
者
は
退
会
を
迫
ら
れ
、
そ
の
地
で
は
営
業
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
円
の
加
入
金
を
取
り
戻
す
た
め
に
も
こ
う
し
た
証
文
が
差
し
入
れ
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
仲
卸
人
が
仕
入
取
引
を
行
な
う
に
も
左
記
の
よ
う
な
証
書
の
提
出
を
必
要
と
し
、
組
合
員
以
外
と
の
取
引
は
で
き
な
か
っ
た
。
申
込
書
一
、
今
般
私
儀
組
合
製
造
ノ
菓
子
引
売
営
業
ヲ
以
テ
組
合
へ
加
入
候
処
確
実
也
、
然
ル
上
ハ
組
合
規
約
可
相
守
ハ
勿
論
ノ
事
組
外
ノ
代
呂
物
一
品
タ
リ
ト
モ
引
売
致
シ
候
節
ハ
組
合
ヨ
リ
如
何
様
ノ
御
仕
置
ヲ
相
受
候
共
一
切
異
議
無
之
候
依
テ
申
込
所
如
件
明
治
四
拾
年
六
月
弐
拾
三
日
大
阪
市
南
区
難
波
東
神
田
町
四
拾
六
番
村
上
斉
三
共
益
組
御
中
（
）
ま
た
共
益
組
の
公
正
証
書
も
残
さ
れ
て
い
る
。
共
益
組
維
持
基
金
と
し
て
、
一
名
に
つ
き
一
ヶ
月
金
一
円
五
銭
の
積
立
貯
金
を
行
な
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
）
。
共
益
組
役
員
は
順
次
交
代
し
、
新
地
留
吉
、
岸
本
豊
吉
、
松
田
作
二
郎
の
諸
氏
が
有
力
者
で
あ
る
。
こ
う
し
て
共
益
組
は
九
名
と
な
り
、
そ
の
な
か
で
も
松
田
、
村
上
、
植
田
、
岸
太
、
笑
顔
堂
等
が
有
力
問
屋
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
製
造
業
者
・
問
屋
混
成
の
共
益
組
で
は
利
害
の
衝
突
が
多
く
一
部
融
和
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
製
造
業
者
だ
け
か
ら
な
る
共
愛
会
が
誕
生
し
た
。
共
愛
会
は
菓
子
統
制
の
時
代
ま
で
続
い
て
い
く
（
）
。
二
不
況
下
の
大
阪
雑
菓
子
業
界
大
大
阪
菓
子
新
聞
の
発
刊
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
六
月
、
大
大
阪
菓
子
新
聞
が
稲
荷
多
良
助
に
よ
っ
て
発
刊
さ
れ
た
。
日
本
飲
食
料
新
聞
か
ら
の
独
立
で
あ
る
。
当
時
、
業
界
新
聞
は
既
に
約
二
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
）
。
大
阪
雑
菓
子
業
界
の
様
子
に
つ
い
て
、
こ
の
大
大
阪
菓
子
新
聞
か
ら
見
て
い
こ
う
。
大
大
阪
菓
子
新
聞
の
創
刊
号
で
は
、
読
者
に
対
し
て
大
阪
菓
子
同
業
組
合
へ
の
加
入
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
組
合
あ
っ
て
の
業
界
新
聞
と
い
う
基
本
方
針
で
記
事
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
大
阪
菓
子
同
業
組
合
に
つ
い
て
の
記
事
が
こ
と
の
ほ
か
詳
し
い
。
未
加
入
者
諸
君
に
謹
告
と
題
し
た
、
組
合
側
の
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
）
。
大
阪
菓
子
同
業
組
合
は
一
九
八
（
明
治
四
一
）
年
五
月
二
一
日
農
商
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
重
要
物
産
組
合
法
と
い
う
法
律
の
規
定
に
よ
る
同
業
組
合
と
し
て
成
立
し
た
。
堺
市
内
に
お
い
て
菓
子
の
製
造
あ
る
い
は
販
売
も
し
く
は
取
次
を
営
業
と
し
て
い
る
者
た
ち
に
加
入
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
同
業
組
合
は
何
の
為
に
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
如
何
な
る
仕
事
を
し
て
い
る
か
、
組
合
に
加
入
す
れ
ば
ど
ん
な
利
益
が
あ
る
の
か
、
そ
し
て
組
合
に
加
入
し
な
け
れ
ば
ど
ん
な
損
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
大
阪
菓
子
同
業
組
合
の
組
織
一
九
七
（
明
治
四
）
年
、
大
阪
菓
子
同
業
組
合
は
業
界
を
四
部
と
堺
市
の
五
つ
に
分
け
て
い
た
。
第
一
部
は
生
菓
子
、
焼
菓
子
、
煎
餅
で
約
六
名
、
第
二
部
は
餅
饅
頭
約
三
五
名
、
第
三
部
雑
菓
子
、
飴
菓
子
、
米
菓
子
、
粟
お
こ
し
近代大阪における雑菓子業界の発展過程
で
二
五
名
、
第
四
部
は
掛
物
・
問
屋
で
約
百
名
、
第
五
部
は
堺
支
部
約
一
五
名
で
合
計
一
四
五
名
で
あ
っ
た
。
有
権
者
は
し
た
が
っ
て
一
四
五
名
で
、
役
員
選
出
方
法
に
つ
い
て
は
各
部
か
ら
人
数
割
で
一
名
の
議
員
候
補
を
推
薦
す
る
。
推
薦
さ
れ
た
議
員
候
補
四
名
で
選
挙
が
行
な
わ
れ
て
、
組
長
、
副
組
長
、
会
計
、
評
議
員
、
代
議
員
議
長
、
副
議
長
な
ど
を
決
定
し
て
い
く
。
相
談
役
は
前
・
元
組
長
、
副
組
長
が
な
る
。
任
期
は
二
年
で
あ
る
が
、
当
初
十
年
間
は
な
ぜ
か
中
途
辞
任
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
菓
子
業
者
と
問
屋
・
中
卸
業
者
と
は
も
と
も
と
接
点
が
な
く
、
同
業
者
で
あ
っ
て
も
話
題
が
合
わ
な
い
。
問
屋
と
雑
菓
子
製
造
業
者
も
と
も
に
利
害
が
相
違
す
る
場
合
が
あ
る
。
生
菓
子
業
者
と
雑
菓
子
業
者
と
も
話
題
が
噛
み
合
な
い
。
そ
こ
で
共
通
の
案
件
だ
け
を
議
案
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
次
第
に
組
合
と
し
て
の
意
味
合
い
が
希
薄
化
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
日
本
各
地
に
は
郷
土
菓
子
、
土
産
物
な
ど
が
存
在
す
る
。
全
国
菓
子
飴
大
品
評
会
（
後
に
全
国
菓
子
飴
大
博
覧
会
）
が
一
九
一
一
年
か
ら
今
日
ま
で
二
六
回
に
わ
た
り
継
続
し
て
い
る
の
は
各
地
に
菓
子
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
同
業
者
組
合
の
上
部
組
織
と
し
て
連
合
会
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
全
国
共
通
に
思
い
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
連
合
会
構
想
は
、
菓
子
税
問
題
の
一
八
八
五
年
か
ら
あ
っ
た
が
、
創
立
に
漕
ぎ
着
け
た
の
は
一
九
二
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
同
年
五
月
、
東
京
市
に
各
地
の
加
入
組
合
中
五
十
余
組
合
か
ら
代
表
者
百
数
十
名
が
集
ま
っ
て
、
会
長
今
村
太
平
次
（
東
京
）、
副
会
長
福
島
宗
助
（
大
阪
）、
同
三
輪
伊
三
郎
（
名
古
屋
）
な
ど
の
推
薦
理
事
を
決
定
し
た
。
長
時
間
を
要
し
、
苦
心
の
末
出
来
上
が
っ
た
連
合
会
で
あ
っ
た
が
、
初
代
連
合
会
長
今
村
太
平
次
は
数
年
し
て
辞
任
を
訴
え
る
。
余
り
に
も
各
地
の
同
業
組
合
が
非
協
力
だ
と
嘆
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
連
合
会
は
以
後
全
国
菓
子
飴
大
品
評
会
を
主
催
す
る
に
至
る
。
第
六
回
全
国
菓
子
飴
大
博
覧
会
の
京
城
開
催
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
十
一
月
、
京
城
菓
子
商
組
合
会
長
本
吉
清
一
、
理
事
長
藤
貞
市
か
ら
、
全
国
の
菓
子
同
業
組
合
へ
、
第
六
回
全
国
菓
子
飴
品
評
会
開
設
趣
意
書
が
送
ら
れ
て
い
る
。
意
気
軒
昂
な
趣
意
書
で
あ
り
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
日
本
人
の
持
し
て
い
た
心
意
気
が
示
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
京
城
で
の
全
国
菓
子
飴
大
博
覧
会
で
あ
る
か
ら
、
外
地
開
催
の
特
徴
が
あ
る
だ
ろ
う
と
の
予
想
を
誰
も
が
持
っ
た
に
相
違
な
い
。
し
か
し
、
出
品
要
領
は
ほ
と
ん
ど
第
五
回
ま
で
の
全
菓
博
と
変
わ
ら
な
い
。
朝
鮮
各
地
か
ら
参
加
は
あ
っ
た
の
だ
が
日
本
人
だ
け
の
博
覧
会
で
朝
鮮
人
の
参
加
、
出
品
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
当
時
の
状
況
な
の
で
あ
ろ
う
。
第
六
回
全
国
菓
子
飴
大
博
覧
会
の
際
立
っ
た
特
徴
は
寄
付
者
出
身
の
多
彩
さ
で
あ
っ
た
。
内
地
か
ら
は
当
然
と
し
て
、
京
城
、
平
壌
ら
の
朝
鮮
半
島
は
も
と
よ
り
、
大
連
、
奉
天
等
中
国
各
地
の
菓
子
製
造
業
者
か
ら
多
額
の
寄
付
金
が
集
ま
っ
た
。
こ
れ
等
住
所
の
人
々
は
全
て
日
本
人
あ
る
い
は
日
本
名
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
菓
子
を
製
造
し
、
誰
に
ど
の
よ
う
に
販
売
し
て
い
た
の
か
を
知
り
た
い
が
今
と
な
っ
て
は
調
べ
よ
う
も
な
い
（
第
六
回
全
国
菓
子
飴
大
品
評
会
京
城
菓
子
商
組
合
事
務
報
告
書
九
四
一
五
頁
よ
り
）。
全
国
菓
子
共
進
会
の
開
催
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
全
国
菓
子
飴
大
品
評
会
と
は
別
に
、
地
方
都
市
の
各
地
で
全
国
菓
子
共
進
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
一
九
三
（
昭
和
五
）
年
四
月
十
一
日
よ
り
同
月
四
月
二
日
ま
で
、
松
江
市
内
の
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
菓
子
業
組
合
連
合
会
山
陰
支
部
設
立
記
念
と
し
て
開
催
さ
れ
、
主
催
は
松
江
市
菓
子
商
組
合
で
あ
っ
た
。
出
品
数
で
は
大
阪
府
下
企
業
が
圧
倒
的
に
多
く
一
位
で
あ
っ
た
。
不
況
下
で
は
あ
っ
た
が
世
間
は
和
や
か
さ
が
あ
り
、
大
阪
菓
子
同
業
組
合
組
長
の
江
崎
利
一
は
、
全
国
菓
子
産
業
ノ
縮
図
ト
モ
目
ス
ベ
キ
本
挙
摧
ハ
同
業
者
ヲ
裨
益
シ
一
般
人
ニ
向
カ
ッ
テ
菓
子
需
要
喚
起
ノ
好
宣
伝
タ
ル
ヤ
勿
論
ナ
リ
（
）
。
と
祝
辞
を
述
べ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
経
済
界
が
不
振
で
菓
子
の
輸
入
品
が
入
っ
て
き
て
、
国
産
で
も
欧
米
商
標
や
意
匠
な
ど
の
偽
物
が
横
行
し
て
お
り
、
迷
惑
を
受
け
て
い
た
グ
リ
コ
社
長
の
江
崎
利
一
は
褒
賞
式
祝
辞
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
た
。
製
販
一
体
の
株
式
会
社
大
正
の
頃
で
の
株
式
会
社
設
立
に
つ
い
て
は
、
菓
子
業
界
の
同
業
者
が
お
互
い
に
株
主
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
発
起
人
や
賛
成
者
と
し
て
株
を
引
き
受
け
て
い
る
。
業
界
新
聞
に
株
式
会
社
が
設
立
時
に
広
告
を
出
し
そ
の
旨
を
周
知
徹
底
さ
せ
て
い
た
。
製
造
家
は
合
資
会
社
が
多
く
、
販
売
量
が
増
加
し
、
機
械
化
、
大
量
生
産
の
機
運
が
あ
っ
た
。
菓
子
問
屋
側
は
有
力
な
特
約
店
を
い
か
に
多
く
獲
得
す
る
か
を
競
っ
て
い
た
。
資
本
を
投
入
し
て
で
も
そ
の
商
品
を
入
手
し
た
い
。
製
販
一
体
で
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。
し
か
し
、
不
況
下
で
の
船
出
で
あ
り
、
倒
産
し
な
い
と
い
う
保
証
は
な
か
っ
た
。
当
時
有
名
だ
っ
た
大
糸
製
菓
株
式
会
社
が
失
敗
し
て
い
る
。
ま
た
渡
月
堂
製
菓
株
式
会
社
に
よ
る
株
式
募
集
広
告
の
存
在
が
知
ら
れ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
上
こ
こ
で
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
株
式
会
社
化
を
進
め
て
い
く
に
際
し
て
万
一
の
こ
と
が
発
生
す
る
と
、
業
界
全
体
が
結
果
と
し
て
具
体
的
な
不
利
益
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
る
。
あ
え
て
、
株
式
会
社
を
そ
の
よ
う
に
業
界
に
閉
じ
込
め
る
が
ご
と
き
仕
組
み
を
目
指
し
た
の
か
。
大
大
阪
菓
子
新
聞
で
は
、
著
名
な
製
造
工
場
が
株
式
会
社
組
織
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
時
の
非
常
時
体
制
が
敷
か
れ
る
や
、
株
式
会
社
化
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
く
。
大
阪
の
場
合
は
全
国
的
に
見
て
業
者
数
は
多
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
全
国
菓
子
飴
大
品
評
会
へ
の
出
品
者
数
な
ど
は
圧
倒
的
に
多
い
。
し
か
し
、
株
式
会
社
数
は
僅
少
で
あ
る
。
大
大
阪
菓
子
新
聞
の
広
告
か
ら
株
式
会
社
を
拾
う
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
森
永
製
菓
関
西
販
売
株
式
会
社
、
大
阪
三
河
屋
製
菓
株
式
会
社
、
大
阪
中
央
商
事
株
式
会
社
、
大
糸
製
菓
株
式
会
社
、
渡
月
堂
製
菓
株
式
会
社
、
ヤ
マ
ト
製
菓
株
式
会
社
、
丸
三
製
菓
株
式
会
社
、
大
阪
の
し
や
製
菓
化
学
研
究
所
、
株
式
会
社
立
誠
堂
、
大
阪
菓
子
株
式
会
社
、
乾
卯
食
料
品
の
計
一
一
社
（
た
だ
し
、
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
、
グ
リ
コ
は
大
阪
で
あ
る
が
こ
の
時
点
で
は
合
資
会
社
で
あ
っ
た
）。
合
名
会
社
、
合
資
会
社
が
業
者
数
の
お
よ
そ
一
割
を
占
め
て
い
た
。
後
は
本
舗
と
か
製
造
所
、
所
と
い
う
名
称
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
雑
菓
子
業
界
に
は
当
時
二
五
人
が
在
職
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
株
式
会
社
数
は
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
大
正
時
代
に
お
け
る
大
阪
の
菓
子
問
屋
で
近代大阪における雑菓子業界の発展過程
株
式
会
社
は
一
社
も
な
か
っ
た
。
先
の
渡
月
堂
株
式
会
社
の
例
で
は
、
取
締
役
や
発
起
人
に
は
菓
子
問
屋
が
多
く
加
入
し
て
い
た
（
）
（
な
お
、
付
言
し
て
お
く
と
二
一
四
年
現
在
、
本
舗
は
僅
少
、
所
と
い
う
名
称
は
完
全
に
消
滅
し
て
い
る
）。
菓
子
業
界
の
な
か
で
は
、
雑
菓
子
業
者
の
数
は
七
五
八
％
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
量
産
で
き
た
品
種
は
キ
ャ
ン
デ
ィ
な
ど
に
限
ら
れ
、
煙
突
組
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
外
の
菓
子
類
は
小
規
模
生
産
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
株
式
会
社
の
設
立
も
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
三
都
市
集
中
と
公
設
市
場
人
口
の
都
市
集
中
と
菓
子
第
一
次
大
戦
後
の
好
景
気
時
も
、
そ
の
後
の
不
況
下
に
お
い
て
も
、
雑
菓
子
業
界
は
苦
境
に
あ
え
い
で
い
た
。
大
大
阪
菓
子
新
聞
が
創
刊
さ
れ
た
一
九
二
五
年
に
大
阪
市
で
は
第
二
次
市
域
拡
張
に
よ
り
東
成
、
西
成
両
郡
の
全
域
に
わ
た
る
四
四
ヶ
町
村
の
合
併
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
に
よ
り
従
来
の
面
積
五
十
八
平
方
キ
ロ
余
が
一
躍
百
八
十
一
平
方
キ
ロ
余
と
な
り
、
人
口
も
一
三
二
万
か
ら
二
一
一
万
人
に
増
加
し
、
当
時
国
内
第
一
位
、
世
界
第
六
位
の
大
都
市
へ
と
躍
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
こ
の
編
入
に
よ
っ
て
新
た
に
西
淀
川
、
東
淀
川
、
東
成
、
住
吉
、
西
成
の
五
区
が
誕
生
し
、
旧
市
の
東
西
南
北
の
各
区
が
分
区
さ
れ
て
八
区
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
全
市
は
十
三
区
の
行
政
区
に
分
か
れ
る
に
至
っ
た
。
市
域
拡
張
の
政
策
に
く
わ
え
、
大
戦
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
大
阪
市
内
に
煙
突
が
立
ち
並
び
、
農
村
の
過
剰
労
働
力
が
都
市
に
吸
引
さ
れ
、
人
口
は
増
加
し
て
い
た
。
人
口
増
を
反
映
し
て
、
無
秩
序
に
市
内
、
近
郊
へ
中
流
階
層
以
下
の
人
々
が
住
む
住
宅
が
広
が
り
始
め
る
。
他
方
で
大
阪
の
富
裕
層
は
大
阪
市
で
の
環
境
悪
化
に
と
も
な
い
阪
神
間
に
移
動
す
る
。
こ
の
人
口
移
動
現
象
が
大
阪
の
雑
菓
子
業
界
を
発
達
さ
せ
、
上
菓
子
、
洋
菓
子
店
な
ど
の
高
級
店
が
大
阪
に
少
な
い
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
不
況
続
き
で
ま
た
菓
子
業
界
に
人
が
集
ま
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
四
国
に
仕
事
が
な
く
、
大
阪
に
来
る
。
現
実
に
直
面
し
菓
子
屋
で
も
す
る
か
と
菓
子
の
仲
卸
に
な
っ
た
人
が
い
た
。
松
屋
町
と
菓
子
小
売
店
を
往
復
す
る
の
だ
が
、
実
際
は
す
で
に
数
店
の
菓
子
問
屋
や
仲
卸
で
固
め
ら
れ
、
隙
間
が
な
い
。
自
転
車
で
尼
崎
ま
で
小
売
店
を
求
め
て
日
参
し
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
公
設
市
場
内
の
菓
子
小
売
店
大
阪
に
も
し
公
設
市
場
が
な
け
れ
ば
松
屋
町
筋
菓
子
問
屋
街
は
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
菓
子
製
造
業
も
仲
卸
も
集
積
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
、
大
阪
市
は
人
口
四
七
万
人
で
発
足
し
た
。
第
一
次
市
域
拡
張
な
ら
び
に
そ
の
後
の
市
制
発
展
（
人
口
の
都
市
集
中
）
に
よ
り
市
制
開
始
後
の
二
三
年
間
で
人
口
が
三
倍
に
な
っ
た
。
大
戦
後
の
異
常
イ
ン
フ
レ
で
米
騒
動
が
勃
発
し
、
人
口
数
が
変
動
し
た
。
生
活
困
窮
者
の
た
め
に
大
阪
府
は
大
阪
市
、
財
界
と
共
に
大
阪
救
済
事
業
後
援
会
を
発
足
さ
せ
た
。
大
阪
市
内
に
住
む
人
が
入
れ
替
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
中
流
階
層
以
上
の
家
庭
は
周
辺
へ
住
宅
を
移
す
。
後
に
地
方
か
ら
職
を
求
め
て
や
っ
て
来
る
の
は
生
活
困
窮
者
予
備
軍
で
あ
る
。
そ
こ
に
雑
菓
子
業
界
が
発
展
す
る
大
き
な
機
会
が
あ
っ
た
。
救
済
事
業
後
援
会
は
集
め
た
資
金
に
市
費
も
加
え
て
廉
売
を
原
則
と
す
る
公
設
市
場
そ
の
他
の
社
会
施
設
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
阪
市
も
救
済
課
が
社
会
部
と
な
り
、
一
九
一
八
年
四
月
、
全
国
初
の
公
設
市
場
が
誕
生
し
た
。
仮
設
市
場
か
ら
恒
久
的
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
境
川
、
天
王
寺
、
福
島
、
谷
町
、
翌
年
に
は
空
堀
、
築
港
、
本
庄
、
西
野
田
、
木
津
の
各
市
場
を
加
え
、
一
九
二
六
年
ま
で
に
四
七
ヶ
所
、
一
九
三
五
年
ま
で
に
は
五
四
ヶ
所
を
開
場
、
店
舗
数
は
二
三
七
軒
に
達
し
た
。
こ
れ
ら
公
設
市
場
、
あ
る
い
は
徐
々
に
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
私
設
市
場
に
一
ヶ
所
の
菓
子
小
売
店
が
存
在
し
、
い
ず
れ
も
販
売
さ
れ
て
い
る
菓
子
類
は
松
屋
町
筋
経
由
で
あ
っ
た
。
公
設
市
場
内
外
で
の
紛
争
市
場
内
に
は
砂
糖
売
場
と
菓
子
売
場
が
別
々
に
な
っ
て
い
て
、
砂
糖
店
が
菓
子
を
扱
う
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
菓
子
屋
も
砂
糖
を
売
る
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
あ
る
市
場
の
砂
糖
専
売
店
が
砂
糖
菓
子
を
売
っ
た
の
で
あ
る
。
菓
子
店
に
も
砂
糖
菓
子
が
あ
る
。
同
じ
も
の
を
他
店
が
売
る
と
は
何
事
か
、
商
売
妨
害
で
あ
る
と
菓
子
店
が
息
巻
く
。
と
は
い
え
大
正
七
、
八
年
頃
は
砂
糖
店
の
経
営
が
厳
し
い
状
況
で
も
あ
っ
た
。
砂
糖
屋
が
砂
糖
で
出
来
た
菓
子
を
売
っ
て
何
が
悪
い
と
、
業
界
同
士
の
問
題
に
発
展
し
た
。
分
野
調
整
の
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
境
川
公
設
市
場
の
配
置
図
を
見
る
と
、
二
階
売
場
二
六
ブ
ー
ス
の
内
、
菓
子
店
舗
が
四
店
あ
る
。
砂
糖
店
は
一
店
で
あ
る
。
菓
子
店
舗
の
圧
力
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
公
設
市
場
内
で
は
二
割
程
度
、
既
存
の
小
売
店
よ
り
廉
価
で
あ
る
こ
と
が
設
立
趣
旨
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
公
設
市
場
が
出
来
る
こ
と
は
断
然
許
せ
な
い
の
が
既
成
小
売
店
と
私
設
市
場
で
あ
っ
た
。
我
々
の
仕
事
を
奪
う
気
か
と
公
設
市
場
排
斥
論
も
当
初
よ
り
あ
っ
た
。
お
わ
り
に
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
頃
か
ら
組
合
結
成
に
向
け
て
の
気
運
が
高
ま
り
、
一
九
八
年
に
は
よ
う
や
く
発
足
し
た
菓
子
同
業
組
合
の
設
立
事
情
は
、
業
界
に
と
っ
て
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。
明
治
前
期
の
雑
菓
子
業
者
と
組
合
設
立
当
時
の
業
者
は
ほ
と
ん
ど
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
業
者
数
は
一
九
八
年
一
四
五
名
、
一
九
一
九
年
一
五
名
、
一
九
四
一
年
四
七
名
と
幾
倍
に
も
増
加
し
て
い
た
。（
近
世
日
本
菓
業
史
上
の
巻
菓
子
公
論
社
、
一
九
五
五
年
、
三
六
七
頁
。）
大
阪
雑
菓
子
業
界
に
製
造
業
者
販
売
、
業
者
が
一
体
と
な
っ
た
大
阪
菓
子
同
業
組
合
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
大
阪
菓
子
業
界
の
組
合
組
織
化
が
な
さ
れ
業
界
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
大
阪
菓
子
同
業
組
合
が
活
躍
し
て
い
た
大
阪
は
煙
の
都
で
あ
っ
た
。
新
し
い
人
た
ち
に
と
っ
て
は
こ
の
、
言
葉
は
公
害
と
い
う
よ
り
大
阪
の
繁
栄
を
誇
る
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
行
政
の
対
応
は
大
幅
に
遅
れ
て
い
た
。
よ
う
や
く
一
九
三
二
年
に
な
っ
て
煤
煙
防
止
規
則
（
大
阪
府
令
）
が
定
め
ら
れ
た
。
大
阪
市
民
は
逃
げ
出
し
て
当
然
だ
っ
た
。
私
鉄
が
発
達
し
、
郊
外
に
住
宅
が
建
て
ら
れ
移
動
し
て
い
っ
た
。
大
阪
は
煙
の
都
で
仕
事
を
見
つ
け
た
人
た
ち
の
都
近代大阪における雑菓子業界の発展過程
市
と
な
っ
た
。
こ
の
新
し
い
大
阪
市
内
の
住
民
（
煙
の
都
民
）
こ
そ
が
雑
菓
子
の
顧
客
な
の
で
あ
っ
た
。
菓
子
業
者
、
職
人
、
仲
卸
、
問
屋
に
働
く
人
の
出
身
地
は
ほ
と
ん
ど
が
地
方
出
身
者
で
あ
っ
た
。
菓
子
の
業
種
と
県
名
に
関
連
が
あ
っ
た
。
菓
子
で
成
功
し
た
人
を
頼
っ
て
同
じ
町
の
人
が
や
っ
て
来
り
、
呼
び
寄
せ
た
り
し
た
の
で
あ
る
。大
阪
菓
子
商
組
合
の
構
成
員
の
子
孫
が
大
阪
菓
子
同
業
組
合
員
で
は
な
い
。
大
阪
菓
子
同
業
組
合
員
は
な
か
ば
煤
煙
承
知
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
雑
菓
子
の
供
給
者
も
需
要
者
も
大
阪
生
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
。
大
阪
菓
業
青
年
団
は
当
時
、
得
意
先
マ
ラ
ソ
ン
大
会
等
派
手
な
行
事
を
行
な
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
大
阪
生
ま
れ
も
多
く
な
っ
て
い
る
が
事
業
継
承
は
極
度
に
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
企
業
合
同
や
、
戦
災
な
ど
苛
酷
な
環
境
変
化
が
事
業
継
承
を
阻
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
阪
に
は
大
正
時
代
以
来
大
阪
人
の
菓
子
業
者
が
元
々
少
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
根
底
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
参
考
資
料
資
料
一
大
阪
菓
子
同
業
組
合
の
誕
生
第
四
期
組
長
、
熊
野
叉
太
郎
談
明
治
四
年
、
正
月
に
は
毎
年
春
菓
会
と
言
っ
て
そ
の
年
の
勅
題
の
菓
子
を
作
り
、
府
、
市
の
方
を
お
招
き
し
て
見
て
戴
い
て
い
ま
し
た
。
…
（
中
略
）
松
屋
町
の
雑
菓
子
組
合
、
砂
糖
漬
掛
物
商
組
合
、
餅
饅
頭
商
組
合
を
勧
誘
し
て
、
本
町
の
博
物
館
で
や
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
東
京
か
ら
組
合
の
恩
人
で
あ
る
梶
川
温
さ
ん
（
当
時
農
商
務
省
技
師
）
に
審
査
長
と
し
て
来
て
頂
き
盛
大
で
し
た
。
そ
れ
が
済
ん
で
、
江
戸
堀
の
櫛
田
（
料
亭
）
で
大
阪
府
の
庶
務
課
長
熊
野
さ
ん
も
お
呼
び
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
席
で
こ
れ
を
契
機
と
し
て
ま
ち
ま
ち
の
組
合
を
一
つ
に
し
て
同
業
組
合
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
と
の
話
が
あ
り
…
、
梶
川
、
熊
野
氏
に
、
御
指
導
、
ご
尽
力
を
お
願
い
し
、
同
年
七
月
頃
に
は
認
可
申
請
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
（
大
大
阪
菓
子
新
聞
菓
子
公
論
社
、
昭
和
十
二
年
、
第
一
四
四
号
、
三
一
頁
）。
資
料
二
共
同
貯
蓄
ニ
関
ス
ル
契
約
証
書
正
文
明
治
肆
拾
弐
年
陸
…
（
中
略
）
‥
公
証
人
…
役
場
ニ
於
テ
末
記
当
事
者
間
ノ
契
約
ニ
付
本
職
ハ
其
嘱
託
ヲ
受
ケ
…
契
約
書
証
書
を
作
製
ス
ル
事
左
ノ
如
シ
第
壱
玉
城
政
七
、
前
田
定
吉
、
植
村
善
之
助
、
玉
村
安
治
良
、
大
川
平
吉
、
奥
田
市
郎
、
西
村
幸
作
、
荒
居
織
次
、
住
本
友
吉
、
八
木
勇
、
山
本
九
一
郎
、
黒
川
寅
吉
、
上
島
常
次
郎
、
山
中
伊
之
助
、
笹
岡
新
太
郎
、
城
野
音
松
、
直
木
清
平
、
島
野
文
三
郎
、
松
田
卯
一
郎
ハ
、
菓
子
類
販
売
営
業
ノ
同
業
者
間
ニ
於
テ
従
来
組
織
セ
ル
共
益
組
維
費
ノ
基
本
ト
シ
テ
毎
月
一
名
ニ
付
金
壱
円
五
拾
銭
宛
共
同
貯
金
ヲ
為
ス
ベ
キ
事
ヲ
互
ニ
約
諾
シ
以
下
ノ
契
約
ヲ
締
結
ス
第
弐
前
項
貯
蓄
金
ハ
同
業
者
新
地
留
造
ノ
名
義
ヲ
以
テ
大
阪
貯
蓄
銀
行
へ
預
ケ
入
ヲ
為
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
第
参
組
合
員
拾
玖
名
中
毎
月
交
代
ニ
テ
壱
名
ノ
集
金
係
ヲ
定
メ
…
各
組
合
員
ノ
出
金
ヲ
取
纏
メ
銀
行
預
ケ
入
‥
・
第
肆
銀
行
預
金
通
帳
ハ
同
業
者
岸
本
豊
吉
ニ
之
レ
ガ
保
管
ヲ
…
第
伍
此
貯
金
預
入
レ
ニ
限
リ
使
用
ス
ベ
キ
印
章
ヲ
彫
刻
シ
…
同
業
者
松
田
作
ニ
郎
ニ
之
レ
ガ
保
管
…
第
陸
此
貯
金
ハ
組
合
ニ
於
テ
非
常
ノ
出
費
ヲ
要
ス
ル
場
合
ノ
外
決
シ
テ
引
出
ヲ
為
サ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
且
其
支
出
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
…
第
漆
組
合
員
中
現
営
業
ヲ
転
廃
シ
組
合
ヲ
脱
退
ス
ル
時
ハ
其
壱
名
分
ニ
当
ル
元
金
及
ビ
銀
行
利
息
ヲ
計
算
シ
直
チ
ニ
払
戻
シ
ヲ
為
ス
ベ
キ
事
、
‥
第
捌
組
合
員
ハ
如
何
ナ
ル
事
情
ガ
ア
ル
モ
毎
月
ノ
出
金
ヲ
怠
ル
ベ
カ
ラ
ズ
…
第
玖
此
貯
蓄
法
ハ
本
組
合
存
続
中
継
続
シ
テ
履
行
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
…
関
係
人
ノ
表
示
左
ノ
如
シ
大
阪
府
大
阪
市
南
区
西
円
手
町
八
拾
五
番
地
平
民
菓
子
商
組
合
員
玉
城
政
七
（
以
下
二
十
二
名
連
記
）
﹇
出
所
﹈
廣
瀬
為
吉
近
世
日
本
菓
業
史
上
の
巻
菓
子
公
論
社
、
一
九
五
五
、
三
七
三
頁
本
稿
で
は
、
大
正
・
昭
和
期
に
お
け
る
大
阪
雑
菓
子
業
界
で
の
歴
史
的
変
遷
過
程
を
論
述
の
対
象
と
し
た
。
筆
者
は
す
で
に
別
稿
で
、
同
業
界
の
第
二
次
世
界
大
戦
下
で
の
戦
時
統
制
へ
の
動
き
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
甚
で
あ
る
（
中
島
孝
夫
大
阪
雑
菓
子
業
界
と
統
制
経
済
事
業
承
継
学
会
事
業
承
継
第
四
号
、
二
一
五
年
四
月
）。
注（
）
大
大
阪
菓
子
新
聞
菓
子
公
論
社
、
昭
和
一
二
年
、
第
一
四
四
号
、
二
頁
。
（
）
廣
瀬
為
吉
近
世
菓
業
誌
上
菓
子
公
論
社
、
一
九
五
五
年
、
三
六
六
頁
。
（
）
大
大
阪
菓
子
新
聞
大
阪
菓
子
同
業
組
合
三
周
年
記
念
号
菓
子
公
論
社
、
一
九
三
七
年
、
記
載
の
組
合
員
数
か
ら
筆
者
推
定
。
（
）
資
料
一
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
）
大
大
阪
菓
子
新
聞
、
一
九
三
七
年
、
第
一
四
四
号
、
三
一
頁
。
（
）
明
治
三
年
に
源
音
次
郎
、
続
い
て
三
宅
庄
七
、
潮
江
義
助
、
中
川
定
次
郎
、
三
木
覺
之
助
、
鹽
野
米
吉
、
蔭
山
亀
吉
、
木
本
政
治
郎
、
三
野
鹿
松
、
赤
穂
常
七
、
松
谷
角
次
、
熊
野
叉
太
郎
、
井
上
福
松
の
諸
氏
が
問
屋
を
開
業
し
た
。
（
）
廣
瀬
為
吉
、
前
掲
書
、
三
六
九
頁
。
（
）
同
上
。
（
）
同
上
、
三
六
八
頁
。
（
）
会
長
と
し
て
功
労
の
あ
っ
た
人
々
の
名
前
を
列
記
す
る
と
、
中
山
鶴
吉
、
清
水
彦
次
郎
、
景
井
正
三
郎
、
高
味
藤
七
、
中
野
治
三
郎
、
池
岡
叉
吉
、
瓦
葺
甲
子
郎
、
大
村
菊
松
、
岩
崎
巳
之
吉
、
安
田
豊
三
郎
、
上
田
秀
次
郎
、
大
西
米
吉
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
中
山
鶴
吉
は
長
年
の
間
、
同
会
の
会
長
、
相
談
役
と
し
て
務
め
会
の
重
鎮
で
あ
り
、
大
阪
菓
子
同
業
組
合
長
で
も
あ
っ
た
。
（
）
廣
瀬
為
吉
、
前
掲
書
、
三
七
三
頁
。
（
）
廣
瀬
為
吉
、
前
掲
書
、
三
七
三
頁
。
（
）
資
料
二
を
参
照
の
こ
と
。
（
）
廣
瀬
為
吉
、
前
掲
書
、
三
七
五
頁
。
（
）
食
料
品
関
係
の
業
界
紙
が
二
社
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
菓
子
が
含
ま
れ
る
。
（
）
大
大
阪
菓
子
新
聞
大
正
一
四
年
六
月
二
日
付
参
照
。
（
）
大
大
阪
菓
子
新
聞
昭
和
五
年
四
月
二
日
付
、
一
六
頁
。
（
）
大
大
阪
菓
子
新
聞
大
正
一
五
年
四
月
二
日
付
、
一
四
頁
。
（
）
川
端
直
正
大
阪
の
行
政
毎
日
放
送
、（
一
九
九
三
）、
二
六
六
頁
。
（
）
中
村
隆
英
昭
和
史
一
東
洋
経
済
新
報
社
、（
一
九
九
三
）、
一
六
頁
。
（
）
大
阪
鶴
橋
商
店
街
の
煎
餅
商
後
藤
氏
は
中
卸
の
経
験
が
あ
っ
た
。
近代大阪における雑菓子業界の発展過程
（
）
大
阪
市
公
設
市
場
七
年
史
大
阪
市
経
済
局
、
一
九
八
九
年
、
四
九
頁
。
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